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公益財団法人日本ラグビーフットボール協会 

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構 

 

日本ラグビーフットボール協会と日本アンチ・ドーピング機構による 

クリーンなスポーツの環境を守り、フェアネスを推進する 

アスリートメッセージの制作・発信の協働 

 
公益財団法人日本ラグビーフットボール協会（所在地：東京都港区、会長：岡村正、以下 

JRFU）と公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構（所在地：東京都北区、会長：鈴木秀典、

以下 JADA）は、スポーツの基盤となる「フェアネス（公平さ・公正さ）」の推進を目的とし、ロー

ルモデルアスリートによるメッセージを収録した「FAIR PRIDE アスリートインタビュー」を協働し

て制作いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
菊谷 崇氏へのインタビューの様子 

 

本動画では、ラグビーフットボール競技の菊谷崇氏（2011年ラグビーワールドカップ2011NZ

大会日本代表主将）に参加頂き、以下の内容についてメッセージを収録しています。 

・ ラグビーの魅力や可能性、クリーンなスポーツ環境で得られる勝利の価値 

・ アンチ・ドーピングを学ぶ意味と次世代のアスリートたちへ伝えたいこと 

 

JRFUとJADAは、本動画を通して、社会に広く、アンチ・ドーピングとアスリートのメッセージ

を届けます。そして、2019ラグビーワールドカップの開催国として、クリーンなスポーツへのコミ

ットメントを強く世界へ発信していきます。スポーツに関わるすべての人たちが、互いに尊重し

合いながらフェアネスの精神にプライド（信念・誇り）を持って参画するアンチ・ドーピング活動

の推進と、フェアでクリーンな環境でうまれるスポーツの価値の発展に貢献して参ります。 

 

 

【本動画を通したメッセージの発信について（予定）】 

以下のサイト、機会において本動画を公開致します。 

 ・ JADA特設サイト（URL：https://www.realchampion.jp/fairprideinterview/） 

 ・ JADA Facebook（@Japan Anti-Doping Agency）/ Twitter（@PlayTrueJapan）/ Instagram

（@jada_antidoping） 

 ・ JRFUホームページ(URL : https://www.rugby-japan.jp/) 

 ・ JADAおよびJRFUが主催する教育・啓発活動等の機会 

 ・ JADAおよびJRFU以外の競技団体が主催する教育・啓発活動等の機会 

 

 

 

 

 

 



坂本 典幸 日本ラグビーフットボール協会（JRFU）専務理事コメント 

この度、日本ラグビーフットボール協会は日本アンチ・ドーピング機構様と共同でアスリート

メッセージを制作することが出来ました。本動画において、菊谷崇（元日本代表主将）が発信

するアンチ･ドーピングのメッセージには、私達がビジョンとして掲げる『Keep Integrity』（常に

真摯であり、誠実でいよう。）という内容が込められております。ラグビーというスポーツが人々

にもたらす価値は多様であり、プレーヤーだけでなく、関わる全ての人々の人生を豊かにして

くれるものと信じています。ラグビーにおけるアンチ･ドーピング活動は、その価値を損なうこと

なく、さらに、その価値を高められるように、『Integrity』を追求すること、高いレベルの

『Integrity』を実現することを最重要課題とします。 

これからの日本ラグビーのあるべき姿をイメージし、成長を続けるために競技者だけでなくラ

グビーに携わる全ての人々に届くよう、引き続き、皆様のご支援、ご声援を賜れますことを心

よりお願い申し上げます。 

 

浅川  伸 日本アンチ・ドーピング機構（JADA）専務理事コメント 

 この度、日本ラグビーフットボール協会様にご協力を賜り、「FAIR PRIDE アスリートインタビ

ュー vol.2」の制作とその発表ができることを非常に喜ばしく思います。このFAIR PRIDE アスリ

ートインタビューでは、アスリートが自身の言葉で、アンチ・ドーピングの意義や次世代のアス

リートへのメッセージを発信しており、アスリートに限らず、スポーツに関わるすべての人たち

が、スポーツのフェアネスに対して、改めて同じ認識を共有できるものと信じております。 

また、本動画は、ラグビーフットボール協会様以外の競技団体でも活用して頂けるものにな

っております。本年行われるラグビーワールドカップへの期待が高まる中、スポーツを成り立

たせる土台としての「フェアネス」の精神を、ひとりひとりの心に宿し、よりよい社会の実現を目

指す活動が、競技種目や、スポーツの枠を超えて、社会全体に広がるムーブメントとなること

を目指して参ります。 

 

【公益財団法人日本ラグビーフットボール協会】 

■名称：公益財団法人日本ラグビーフットボール協会 

■所在地：東京都港区北青山2-8-35 

■代表者：会長 岡村正 

■URL：https://www.rugby-japan.jp/ 

 

【公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構】 

■名称：公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構

■所在地：東京都北区西が丘 3-15-1 国立スポーツ科学センター内 

■代表者：会長 鈴木秀典 

■URL：https://www.playtruejapan.org/ 

 

＜本リリースに関する問合せ先＞ 

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構 

教育・国際部 教育・情報グループ 

電話：03-5963-5708／Email：eig@playtruejapan.org 
 


